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A large number of sewage facilities were severely damaged by the Great East Japan Earthquake in 

March 2011, mainly by the tsunami caused by the massive earthquake. There is Nankai-trough 
earthquake in the large-scale earthquake a government assumed. But government doesn't have a 
recovery assistance for wastewater systems against Nankai-trough earthquake. We are developing the 
system which calculate the sewer damage and the support persons just after the Nankai Trough 
earthquake occurring. This study makes it possible to build a support system and restore the 
wastewater systems quickly. 

 
［研究目的及び経緯］ 

東日本大震災では地震と津波により広範囲に下水道

施設被害が発生し、従来想定されていた下水道施設の

復旧支援の枠組による対応が困難であった。南海トラ

フ連動型地震（以下、南海トラフ地震）では下水道施

設被害が東日本大震災を大きく上回ることが予想され

ていることから新たな復旧支援体制が必要である。こ

こで、南海トラフ地震を想定した復旧支援体制を確立

するには、東日本大震災での下水道施設の復旧支援事

例を参考にしつつ、震後においてより迅速に円滑に支

援活動に移行するための、事前の被害想定や支援人数

の把握が必要である。 

本研究では、中央防災会議の検討結果を踏まえ、南

海トラフ地震発生時の迅速かつ適切な下水道施設の復

旧支援体制の確立に必要な被害想定や復旧支援人員を

算出し、南海トラフ地震の復旧支援体制をとりまとめ

るものである。 

[研究内容］ 

1.南海トラフ地震による下水道施設被害想定 

南海トラフ地震発生時の適切な復旧支援体制を検討

するには、下水道施設の被害状況を予め推推定する必

要がある。本検討では、中央防災会議が発表した南海

トラフ地震の震度及び最大津波高さ 1)を踏まえ地震・

津波による市町村別の下水道施設被害想定を行う。 

2.下水道施設の復旧支援の検討 

現状の震後の復旧支援ルールでは、自治体が相互に

支援をすることになっているが、南海トラフ地震は超

広域的な被害が想定され、支援者の不足が懸念される。

本検討では、下水道管路施設の復旧に必要な支援人員

を明らかにすることを目的に、東日本大震災の復旧支

援実績から被害調査日進量や復旧支援班構成など復旧

支援人数の算出に必要な原単位を抽出すると共に、想

定地震の規模を変えたケーススタディーを実施する。 
3.下水道管路施設の復旧支援ツールの開発 

復旧支援体制を迅速に構築するためには、地震発生

直後に管路施設の被害状況や必要な復旧支援人員を把

握する必要がある。しかし、大規模地震の直後は、人

命救助の優先、情報の錯綜等により、得られる情報は

限られる。このことから、地震直後に確実に得られる

地震情報等を活用して、被害範囲や被害規模を即時の

推測、算出することが可能な下水道管路施設の即時被

害推測システムを作成する。 
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［研究成果］ 

主な研究成果の概要を以下に示す。 

1.南海トラフ地震・津波による下水道施設被害想定 

東日本大震災の実績より、津波では下水処理場、地

震では下水道管路施設に致命的な被害が発生すること

が明らかとなったことから、下水処理場の津波被害及

び下水道管路施設の地震被害について浸水処理場数及

び地震被害管路延長の算出を行った。 
まず、下水処理場は、対象とした下水処理場 916 箇

所のうち約 1 割が浸水し、浸水する下水処理場のうち

2 割が一部機能停止(0.5m≦浸水深さ＜1.0m)、6 割が

全機能停止(1.0m＜浸水深さ)することが想定された。

地方整備局別の想定結果を図 1 に示す。 
下水道管路施設の被害は、大規模地震による下水道

被害想定検討委員会の被害率算出方法 2）を参考に市町

村別に下水道管路施設の被害延長を算出した。その結

果、東日本大震災の下水道管路施設被害延長と比較す

ると内閣府算出の震度の平均ケースを用いた場合で約

4 倍、最大ケースを用いた場合で 10 倍に相当する被害

が想定された。地方整備局別の想定結果を図 2 に示す。 

 
図 1 下水処理場の津波被害 

 
図 2 下水道管路施設の被害延長 

2.下水道管路施設の復旧支援の検討 

東日本大震災の復旧支援実績に基づき、復旧支援の

対象地域を震度 6 弱以上の地域とした。表 1 に示す 4
ケースを設定し実施した。その結果、小~中規模のケ

ースでは被災していない地域の下水道技術系職員の

30%程度を派遣することでおおよそ対応が可能である

ことが明らかとなった。一方、最大規模の地震が発生

した場合、下水道技術系職員の派遣では約半分の復旧

支援人員しか確保できないことが明らかとなった。最

大規模の地震に関しては、段階的な復旧支援策やボラ

ンティア、下水道関係機関 OB 等の人材の確保など新

たな対応が必要である。 

表 1 ケーススタディーの設定ケース 

ケース 内閣府設定地震の組み合わせ 地震規模 必要支援人員 支援達成率＊

ケース1 震度・PL値平均 小 約200人 100%

ケース2 西側震源（震度・PL値最大） 中 約800人 100%

ケース3 東側震源（震度・PL値最大） 中 約900人 94%

ケース4 震度・PL値最大 大 約1700人 47%

*支援達成率＝（震度5弱以下自治体の技術系職員数の30%）/（震度6弱以上の地域の必要支援人数）×100  

 
図 3 地震規模別の災害時復旧支援検討結果 

3.下水道管路施設の復旧支援ツールの開発 
地震直後に公表される防災科学研究所３)の計測震度

情報を自動取得し、1.及び 2.で検討した結果を用いて

南海トラフ地震発生地域の下水道管路施設被害想定を

リアルタイムで行うことが可能な下水道管路施設の即

時被害推測システムを作成した。推測結果は、市町村

単位の情報をエクセル形式で示すと共に、図 2 に示す

ように被害延長別に色分けし、面的に表現することが

可能である。 
［成果の活用］ 

本研究で得られた成果および知見は、（公社）下水道

協会及び自治体からなる災害時支援全国代表者連絡会

議に情報提供をしており、南海トラフ地震時の復旧支

援ルールを検討する際に活用されることが期待される。

また、下水道管路施設の即時被害推測システムは大規

模地震発生直後に迅速な復旧支援体制構築への活用が

期待される。 
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Study on a cavity occurring under pavement with the malfunction of sewerage 

26  
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A road cave-in with the malfunction of the sewerage occurs 4,000 a year. When there is a road 

cave-in, the stop of a traffic disorder and the sewer service occurs. A method to prevent a road cave-in 
includes TV camera investigation and MMS, GPR. However, the connection between the malfunction 
of the sewerage and the underground cavity is unknown. In this study, I carry out road surface survey 
and underground cavity survey and clarify the deterioration situation of sewerage and the loosening of 
the ground and the cavity. 
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Study on low cost sewer installation technology 
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At the end of FY2013, the percentage of the population with wastewater treatment service (including 
public wastewater systems, Johkaso rural wastewater system, and community plants) was about 89%. 
Among them about 77% were served by public wastewater by MLIT , Yet about 14 million people still 
remains unserved with wastewater treatment systems. At the sometime, the small local government is 
facing problems with the declining birth rate and aging population. We developed the management 
model that enable wastewater management continuously assuming severe local finance condition as a 
model case in Mihama city. 
 

 

 

 

 
 

27
 

2 10

3 62
201 139
2

 

－95－



 

 

 

 

3
3 100

5
80

30

2

 

-20

0

20

40

60

80

100

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39

  

27
 

 

 

1)
3

25 9 4  
2

VOL57. 1 2015.1

－96－



 
 

Study on strategic methods of assessing priority of earthquake resistance countermeasures of sewage treatment 
systems 

   
   

   

 

Research on Sustainability of management methods of wastewater treatment facilities 
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Research on economical methods for sewer service expansion 
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Research on Promotion of Efficient Countermeasures for Urban Stormwater 
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Impact of high temperatures on enhanced biological nutrient removal process 
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Research on Evaluating the Hygienic Risk Control Technologies for Treated Wastewater and Reclaimed Water 
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Investigation of biological wastewater treatment systems for low nitrous oxide emission 

   
   
   

 

CO2 N2O
CO2 310 N2O

1
 

26
N2O

N2O
 

 
 
 

 
Research on the promotion of water environment management in sewerage 
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Breakthrough by Dynamic Approach in Sewage High Technology Project 
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